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１ 目的 

ワカサギは内水面漁業および遊漁の重要魚種であるが、福井県における資源量は激減しており、漁業および遊漁

に影響を及ぼしている。地元の漁業協同組合が発眼卵放流を長年実施しているものの、資源増大には繋がっておら

ず、効果的な資源回復方法の検討が望まれている。 

本研究では、三方五湖を対象水域としワカサギの生息環境を調査するとともに、環境DNA分析などの新技術を用

いてワカサギの分布や移動状況、放流後の生残状況について把握し、資源回復に有効な環境保全の方法や効果的な

放流手法を開発する。 

 

２ 方法 

１）環境調査 

（１）水質測定 （水温、塩分、ｐＨ） 

図 1 に示した各定点において、各調査の実施時に表層水温、pHおよび塩分濃度を測定した。測定にはフィール

ド型ポータブル水質計LAQUA D-210（HORIBA社製）を使用した。令和6年夏季のワカサギの越夏を確認する水月湖

調査（定点A～C、I～K）では、中層（水深3m）での水温やDOの測定も実施した。DOの測定は、令和6年8月26

日の調査では滴定法により行い、9月 25日の調査では現地でフィールド型ポータブル水質計 556MPS（YSI社製）

図１ 調査定点の位置 

 

定点A　水月湖 嵯峨隧道

定点B　水月湖 水月花前
　　　（海山漁協発眼卵放流場所近隣）

定点C　水月湖 レストハウス湖畔前

定点D　三方湖 はす川河口
　　　（鳥浜漁協発眼卵放流場所近隣）

定点E　三方湖 観音川河口

定点F　三方湖 別所川河口

定点G　三方湖 伊良積

定点H　三方湖 瀬戸（三方湖と水月湖の境）

定点I　水月湖 中央付近

定点J　水月湖と菅湖の境

定点K　水月湖 浦見川

定点L　三方湖 成出

定点M　三方湖 堀切

定点N　三方湖 中山川河口

定点O　久々子湖 早瀬川
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を使用した。また、水温の連続観測をするため令和5年8月25日から令和7年3月4日の間、三方湖の鳥浜漁協

船着場桟橋の水深0.5mに水温ロガーHOBOウォーターテンププロV2（Onset社）を設置した。 

 

（２）餌料調査 （動物プランクトンの同定および計数） 
図1に示したAからHの8定点において、表層水100Lから、100メッシュのプランクトンネットを用いて動物

プランクトンを採集した。採集したプランクトンを10％のホルマリンで固定し、適宜同定および計数を行った。

同定はワカサギの産卵期と発眼卵放流の時期にあたる令和6年2月8日、3月5日、5月28日、6月20日に採集

した4回分とした。 

 

２）生息調査 

（１）分布調査 （湖沼水環境 DNA分析） 

環境DNA調査・実験マニュアル（一般財団法人環境DNA学会編）に準じて、図1に示した各定点において、表

層水を1L採水し、リアルタイムPCRを用いた種特異的な単一種検出法により湖沼水環境 DNAの定量分析を行っ

た。令和6年5月28日と6月20日の2回は発眼卵放流後の動向を追跡するために8定点（A～H）で、令和6年

8月26日と9月25日の2回は水月湖での越夏を確認するため8定点（A～D、H～K）の表層に加え、6定点（A～

C、I～J）では水深3mでの分析を追加した。さらに、令和7年1月21日、2月10日、2月20日、3月4日はワ

カサギの産卵回遊を広範囲に網羅するため、久々子湖と海を繋ぐ早瀬川も含め14定点（A～H、J～O）で分析を実

施した。 

 

３）放流効果調査 

（１）発眼卵放流 
今年度はミズカビ類の寄生繁茂を防ぐため、水道水を加

温し循環することで卵管理期間の短縮を試みた（図2）。網

走湖産の受精卵2,000万粒をハッチングジャーとアルテミ

ア孵化水槽に収容し、汲み置き水道水をマグネットポンプ

で循環させて孵化開始まで管理を行った。水道水は塩素を

飛ばし、残留塩素が含まれないことを確認した後に換水に

使用し、毎日１回、全水量を換水した。注水量は20回転/

時を基本として卵の撹拌状況を見て調整した。卵は6Lのハ

ッチングジャー2基に各200万粒を（うち1基はコチニール

色素による標識染色に用いた）、20Lのハッチングジャー1

基に600万粒を、100Lのアルテミア孵化水槽1基に1,000

万粒を収容した。卵管理中はミズカビ類の繁茂を抑制する

ため、収容翌日から発眼までブロノポール製剤（パイセス

0.2mL/L）による1日1回30分間の間歇薬浴を行った。6Lのハッチングジャー1基の200万粒は発眼後にコチニ

ール色素による24時間の標識染色を行った１）。孵化直前の発眼卵は20Lペール缶1個に収容してエアレーション

しながら移送し、日没の18時過ぎを目途に三方湖に流れ込むはす川の河口左岸に放流した。また、卵の一部はセ

ンターで継続管理して孵化率の確認を行った。 

 

（２）漁獲データ・サンプル収集 
 鳥浜漁協の協力を得て漁業者が捕獲したワカサギの漁獲データおよび耳石の日輪査定用のサンプルを収集し

た。収集は令和6年11月から令和7年3月に行い、全長、体重、生殖腺重量を測定した後、日輪査定まで冷凍で

保存した。さらに、サンプルを確保するため、令和6年12月から令和7年2月に中山川河口沖と別所川の河口の

2地点において袋網（目合い：袖網8㎜、魚捕り部4㎜）を設置して採捕を試みた（図1、3）。 
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（３）由来や生息履歴の推定 
 収集したワカサギの由来を推定するために、

耳石の日輪査定を行うとともに、海洋生活など

生息履歴を調べるため令和3年度から収集した

ワカサギについてSr：Ca比分析も行った。 

 また、ミトコンドリアDNA（mtDNA）の

cytochromeb（cytb）遺伝子は地域固有のハプ

ロタイプを形成することが知られており、ワカ

サギにおいても各地域に特徴的な遺伝的組成が

残されていることが分かっている２）。そこで、

これまでに収集したワカサギのmtDNA のcytb

領域を網走湖産、諏訪湖産、三方湖・水月

湖と同様に日本海側に面する宍道湖産の同

領域と比較し由来判別を試みた。三方湖産は令和3～6年度に収集したワカサギ20個体を網走湖産は令和6年4

月に放流用に管理していた孵化直後の仔魚19個体をmtDNA分析に用いた。また、諏訪湖産及び宍道湖産のDNA情

報については、GenBankに登録されているデータセット（accession numbers: AB849256-AB849269）を用いた
３）。 

 

 

３ 結果および考察 

１）環境調査 

（１）水質測定 （水温、塩分、ｐＨ） 

各定点における水質測定の結果を表１に、

三方湖桟橋における水温の推移を図４に示し

た。ワカサギの生息する水域水温は 0～30℃

と広範囲であり、孵化適温は概ね 6～19℃と

幅が広い４）。三方湖での連続観測では冬期 1

～3月の水温は2.2～15.8℃であったが、4月

は11.1～23.8℃、5月は16.1～25.3℃と急激

に上昇しており昨年と同様に推移していた。

福井県の場合、ワカサギの産卵期は2～3月で

あり５）、この時期の水温帯はワカサギの産卵・孵化

には問題ないと考えられた。発眼卵についてはこれまで 4～5月に放流しているが、正常に孵化する水温の上限は

19℃と言われており６）、なるべく 4月上旬には放流を終えることが望ましいと考えられた。一方で夏季の 8～9月

の水温は、昭和48年以降からすでに30℃を超える状況が観測されていた７）。今回の連続観測では7月から9月に

かけて 30℃以上の高水温が 2 ヶ月以上続いていたことが示された。ワカサギの生息する水域水温は 0～30℃であ

るが、宍道湖では夏季の高水温によって漁獲量が減少した可能性が高いこと８）、霞ヶ浦では最低水温が 29℃を超

える環境が長期間続いたことでへい死が発生した事例があることから９）、夏季に三方湖や水月湖に残留している個

体があれば生息の制限要因になる。今年度は、水月湖内の中層域などで越夏しているかその可能性を探るために水

温や DOを測定したが、表 1、２に示すように中層においても 8月 26日の水温が 6定点中 5定点で 29℃を超えて

おり、DOも1.43～6.55mg/ℓと表層の半分以下であったことから中層での越夏も難しいと考えられた。塩分は水月

湖（定点A～C）で2.5～7.8‰、三方湖（定点D～H）で0.1～4.4‰と昨年と同様にいずれもワカサギが生息する湖

沼の塩分濃度の範囲内（0～10‰）であった４）。 

 

図３ 袋網の設置状況（左図：河口上流河川内、右図：河口沖湖内） 

 

図４ 漁協桟橋における水温の推移（0.5m） 
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水月湖 三方湖 水月湖 三方湖 早瀬川 水月湖（中層）

調査日＼定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ａ中 Ｂ中 Ｃ中 Ｉ中 Ｊ中 Ｋ中

R6.5.28 21.0 21.0 21.0 17.9 20.9 20.3 20.8 21.7

R6.6.20 26.7 26.3 26.6 25.1 25.4 26.5 26.6 26.4

R6.8.26 32.3 32.7 32.3 30.0 31.8 32.3 33.0 31.7 31.5 31.7 31.9 30.0 29.4 29.4 28.6 29.3 29.8

R6.9.25 27.2 28.0 28.2 28.0 28.0 28.0 27.8 26.8 26.8 27.1 27.1 27.4 27.7 27.8 28.1 28.0 27.1

R7.1.21 6.1 6.3 6.5 8.7 7.7 8.6 7.5 7.0 5.8 6.3 7.5 7.9 7.9 7.7

R7.2.10 4.1 4.7 4.1 4.6 3.8 3.6 3.0 3.0 4.3 4.3 3.3 3.4 4.0 4.2

R7.2.20 3.7 3.5 3.5 2.4 2.1 3.5 3.3 3.0 4.2 3.8 3.3 3.5 3.0 3.5

R7.3.4 6.2 6.9 5.9 6.9 6.4 7.2 6.4 6.3 6.3 6.3 6.8 6.1 6.2 6.3

R6.5.28 4.2 3.9 4.1 0.1 1.0 1.3 1.7 2.0

R6.6.20 3.8 4.2 4.1 1.4 2.0 2.0 2.1 2.1

R6.8.26 3.7 4.0 3.9 1.5 1.9 2.0 2.0 2.7 3.6 3.9 3.8 6.5 6.6 7.6 6.5 8.3 7.3

R6.9.25 7.5 7.8 7.6 3.8 3.5 4.3 4.3 4.4 6.6 7.5 7.4 9.0 8.1 8.6 8.8 9.2 9.2

R7.1.21 3.5 3.8 3.7 0.5 1.5 0.2 1.4 1.4 3.9 3.9 1.4 1.2 1.5 4.5

R7.2.10 4.9 5.2 5.2 0.9 1.3 1.5 1.8 1.8 5.0 4.9 2.0 1.4 1.3 6.6

R7.2.20 4.8 4.9 4.8 0.5 1.2 1.4 1.5 1.6 4.5 4.8 1.5 1.2 1.0 7.1

R7.3.4 2.6 2.5 2.6 0.1 0.5 0.6 0.8 0.6 2.1 2.2 0.8 0.1 0.3 3.7

R6.5.28 8.3 8.2 8.4 6.8 6.9 7.0 7.1 7.4

R6.6.20 7.7 7.8 8.2 7.4 7.2 8.7 8.8 8.4

R6.8.26 9.9 9.8 9.8 8.1 8.7 9.5 9.8 9.7 9.8 9.8 9.9 8.6 8.5 8.5 9.3 8.7 8.6

R6.9.25 8.8 9.0 8.9 8.7 8.5 9.0 8.7 8.8 9.1 9.0 8.9 8.5 9.1 8.8 8.4 8.7 8.8

R7.1.21 7.2 7.1 7.0 7.1 7.0 7.2 7.1 7.2 7.4 7.2 7.0 7.0 7.0 7.0

R7.2.10 7.0 7.0 7.0 7.2 7.2 7.1 7.2 7.2 7.2 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1

R7.2.20 8.2 8.3 8.5 8.1 8.4 8.5 8.7 8.7 8.3 8.2 8.4 8.4 8.2 8.5

R7.3.4 9.1 8.7 8.7 8.0 7.9 8.6 8.6 8.8 8.7 8.9 8.5 8.3 8.0 8.9

水
温
　
℃

塩
分
　
‰

pH

（mg/ℓ）

水月湖（表層） 水月湖（中層）

調査日＼定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｉ Ｊ Ｋ Ａ中 Ｂ中 Ｃ中 Ｉ中 Ｊ中 Ｋ中

R6.8.26 12.47 13.10 12.12 11.96 11.46 13.44 5.84 5.42 1.74 4.14 1.43 6.55

R6.9.25 9.75 10.77 10.43 10.92 10.42 10.59 0.10 0.94 0.17 0.14 0.12 0.61

表１ 調査定点（Ａ～О）における水質調査の測定結果（水温、塩分、ｐＨ） 

表２ 水月湖の調査定点（Ａ～Ｃ・Ｉ～Ｋ）におけるＤＯの測定結果 
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表３ 各調査定点における動物プランクトン組成 

 

単位：個体/全量

水 月 湖 三 方 湖 水 月 湖 三 方 湖 水 月 湖 三 方 湖 水 月 湖 三 方 湖

門 種 A B C D E F G H A B C D E F G H A B C D E F G H A B C D E F G H

繊毛虫 Strombidium sp.

Oligotrichida ● ● ● 〇 〇

Didinium nasutum

Monodinium balbianii 〇

Zoothamnium sp. ◎ ◎

Peritrichia ◎

Ciliophora 〇 〇

輪形動物 Bdelloidea ● ● ●

Brachionus angularis  var. angularis 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

Brachionus plicatilis  sp. complex ◎ ◎ 〇

Brachionus quadridentatus

Brachionus urceolaris 〇

Keratella cruciformis  var. eichwaldi ● ● ● ◎ ● ● ● ● ◎ ● ● ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

Keratella quadrata 〇 ◎ 〇 〇 ● 〇 ◎

Keratella valga

Synchaeta  sp.

Filinia longiseta

軟体動物 Gastropoda (larva) 〇

Bivalvia (umbo larva) 〇 ◎ 〇 〇

節足動物 Diaphanosoma brachyurum

Scapholeberis mucronata 〇

Sinocalanus tenellus ● ◎ 〇 ◎

Sinocalanus tenellus (copepodite) 〇 ● ◎ 〇

Pseudodiaptomus inopinus 〇

Pseudodiaptomus  sp. (copepodite) 〇

Calanoida (copepodite)

Paracyclopina nana ● ● ● ◎ 〇 ● ● ◎ ● ● ● ◎ 〇 ●

Cyclopoida (copepodite) ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ●

Harpacticoida (copepodite)

Copepoda (nauplius) 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ◎ ●

Balanomorpha (nauplius) ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

個体数合計（個体/100ℓ） 2568 4760 7252 390 1840 2184 5130 10208 2044 1548 4540 23 228 150 58 121 22816 24728 25456 464 4152 11220 9636 26308 8724 4062 15148 9432 10052 4324 1760 55016

湿重量（mg/100ℓ）　 1.6 5.1 5.1 11.3 6.6 7.3 7.4 13.0 2.2 5.1 10.4 0.1 2.7 3.9 1.3 2.6 54.1 80.6 95.5 49.4 37.4 384.1 61.7 78.2 8.6 2.4 44.5 42.6 22.8 16.8 11.9 144.4

●は1000個体/全量以上、◎は300個体/全量以上、〇は100個体/全量以上（100個体/全量未満は未掲載）

令和6年2月8日 令和6年3月5日 令和6年5月28日 令和6年6月20日
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（２）餌料調査 （動物プランクトンの同定および計数） 
各定点における動物プランクトンの同定および計数の結果を表3に、その個体数の推移を図5に示した。ワカ

サギ孵化仔魚の生残率と初期餌料となるワムシ類やカイアシ類幼生との間には密接な関係があると言われており
10）11）、昨年と同様にカイアシ類幼生は4月以降の水温上昇にあわせて出現個体数が増加していることから、孵化

仔魚の餌料環境としては4月以降の方が良いと考えられた。また、水月湖と三方湖ともに2月はワムシ類が、 

5月と6月はカイアシ類幼生が優占していた。三方湖における動物プランクトンについては、1997～2001年に福

井県環境科学センターで調査が行われており 12）、この調査と本調査での4、6月のワムシ類とカイアシ類幼生を

合計した個体数を比較したところ、1997～2001年の平均値は71,710個体/100L（最小16,300、最大192,200）で

あり、昨年と今年の平均値は9,463個体/100L（最小1,716、最大16,064）と約1/8に減少していた。2000年

（平成12年）に若狭町三方浄化センターが供用開始となって以降、植物プランクトン数や浮遊物質量（SS）が減

少しているとの報告があり 13）、動物プランクトン数もこれに同調している可能性が推察された。 

 

 

２）生息調査 

（１）分布調査 （湖沼水環境 DNA分析） 
各定点における環境 DNA分析の結果を表 4～6に示した。発眼卵放流後に孵化した稚魚を追跡するため 5月と 6

月に分析を行ったが、ワカサギのDNAはどの地点においても検出されなかった。昨年、水月湖において10月に定

量値が得られたことや漁業者から水月湖で越夏するワカサギがいるとの情報があることから、湖内で越夏してい

る可能性を確認するため、8月と9月に水月湖の中層域で調査を行ったが、定量値は得られず越夏は確認できなか

った。また、昨年度は三方湖の全定点（D～H）で産卵期の2～3月に定量値が得られており、今年度は1～3月に定

点を増やして広範囲に調査を行ったが、定量値は得られずワカサギの生息や産卵個体は昨年度に比べて極めて少

ないと考えられた。 

 

図５ 各調査定点における動物プランクトンの推移 

 

表４ 発眼卵放流後のワカサギの環境DNA濃度 

 （Copies/ℓ）

水月湖 三方湖

調査日＼定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

R6.5.28 － － － 0 － － － －

R6.6.20 － － － 0 0 － － －

―は検出なし、0は陽性反応が1 回または定量値が定量下限以下（30copies/2㎕）を示す
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３）放流効果調査 

（１）発眼卵放流 
 卵管理期間の水温と積算水温の推移を図6に示

した。卵管理は卵がセンターに到着した4月19日

から最初の孵化を確認した 4 月 26日までの 8日

間行った。管理中の水温は16.4～17.5℃で、孵化

開始までの積算水温は 137℃と水温の低い地下水

で管理した昨年より49℃も下回った。卵を加温循

環で管理することで管理期間は昨年の約 3分の 1

に短縮することができ、ミズカビ類も発生するこ

とはなかった。しかし、孵化率は約20％と低い結

果となり、換水が不十分であったことによる水質

の悪化が原因だと考えられた。また、コチニール

色素で染色した卵はほとんど孵化が確認できず、

染色中の給気不足により酸欠が生じた可能性が考えられ

た。4 月 26 日に発眼卵を放流したはす川河口の水温は 18.0℃で、昨年同様孵化適温の上限である 19℃に近かっ

た。ハッチングジャーによる卵管理は、他県の事例では発眼率 7 割程度であり 14）、これまでの経過を踏まえ発眼

率や孵化率を上げるためには、加温した地下水をかけ流しで卵管理するなど改良の余地があると考えられた。 

 

（２）採捕調査 （漁獲データ・サンプル収集） 
三方湖と水月湖で今年度に漁獲されたワカサギは 1 尾のみであった。漁獲されたワカサギの漁獲日や測定結果

を表 7 に示した。昨年度までに漁獲された個体の多くは全長 120 ㎜を超え、雌雄とも生殖腺が確認できる産卵に

関与する個体であったが、今年度漁獲された個体は、これまでのサンプルの中でサイズが最も小さく生殖腺もほと

んど確認できなかった。 

袋網による採捕調査結果を表8に示した。今年度は湖内で産卵を控えて回遊するワカサギの採捕を試みるため、

（Copies/ℓ）

水月湖（表層） 水月湖（中層） 三方湖(表層)

調査日＼定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｉ Ｊ Ｋ Ａ中 Ｂ中 Ｃ中 Ｉ中 Ｊ中 Ｋ中 Ｄ表 Ｈ表

R6.8.26 － － － － － － － － － 0 － － 0 －

R6.9.25 － － － － － － － － － － － － － －

―は検出なし、0は陽性反応が1 回または定量値が定量下限以下（30copies/2㎕）を示す

表５ 越夏時期におけるワカサギの環境DNA濃度 

 

表６ 産卵時期におけるワカサギの環境DNA濃度 

 

図６ 卵管理中の飼育水温と積算水温の推移 

（Copies/ℓ）

水月湖 　　　三方湖 早瀬川

調査日＼定点 Ａ Ｂ Ｃ Ｊ Ｋ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

R7.1.21 － － － － － － － － － － － － － －

R7.2.10 － － － － － － － － － － － － － －

R7.2.20 － － － － － － － － － － － － － －

R7.3.4 － － － － － － － － － － － － － －

―は検出なし、0は陽性反応が1 回または定量値が定量下限以下（30copies/2㎕）を示す
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河口沖にも設置し、延べ28回の網揚げを行ったがワカサギを採捕することはできなかった。本調査でもワカサギ

資源がかなり少ないことを示す結果となった。 

 

（３）由来や生息履歴の推定 
これまで採集されたワカサギの日輪数および日輪が０となる日、Sr:Ca 比から推定された生息履歴を表 7 に、

Sr:Ca比の分析結果を図7に示した。Sr:Ca比分析は、これまで採集されたワカサギ21尾のうち10尾で行い生息

全長 体重 生殖腺 生殖腺 採捕 耳石 日輪 採捕 Sr/Ca比

(mm) (ｇ) 重量(g) 指数 日 日輪数 0日 場所 分析結果

1 122.85 12.65 ♂ 0.61 4.82 R5.1.12 246 R4.5.11 三方湖 回遊型

2 121.29 13.24 ♀ 0.75 5.66 R5.1.12 245 R4.5.12 三方湖 回遊型

3 118.77 12.70 ♀ 1.20 9.45 R5.1.18 254 R4.5.9 三方湖 回遊型

4 127.54 13.84 ♂ 0.40 2.89 R6.1.29 235 R5.6.8 三方湖

5 126.31 15.53 ♂ 0.50 3.22 R6.1.18 189 R5.7.13 三方湖 残留型

6 125.18 14.04 ♂ 0.44 3.13 R6.1.18 225 R5.6.7 三方湖

7 123.29 12.34 ♂ 0.58 4.70 R6.1.18 212 R5.6.20 三方湖

8 122.63 11.85 ♂ 0.37 3.12 R6.1.29 222 R5.6.21 三方湖

9 122.59 11.81 ♂ 0.63 5.33 R6.1.29 231 R5.6.12 三方湖

10 120.29 11.72 ♂ 0.24 2.05 R6.1.18 250 R5.5.13 三方湖

11 133.49 17.02 ♀ 2.82 16.57 R6.2.17 221 R5.7.11 水月湖 回遊型

12 131.61 17.35 ♀ 2.03 11.70 R6.1.18 258 R5.5.5 三方湖 残留型

13 131.26 16.16 ♀ 3.28 20.30 R6.2.14 226 R5.7.3 水月湖 回遊型

14 128.34 17.50 ♀ 3.05 17.43 R6.1.29 237 R5.6.6 三方湖 回遊型

15 128.24 15.77 ♀ 2.76 17.50 R6.1.29 230 R5.6.13 三方湖 回遊型

16 126.37 15.18 ♀ 2.41 15.88 R6.1.29 249 R5.5.25 三方湖

17 126.14 15.04 ♀ 0.88 5.85 R6.1.29 235 R5.6.8 三方湖

18 125.95 14.29 ♀ 1.32 9.24 R6.1.29 229 R5.6.14 三方湖

19 123.69 14.15 ♀ 1.45 10.25 R6.1.18 223 R5.6.9 三方湖

20 117.68 11.48 ♀ 0.16 1.39 R6.1.18 218 R5.6.14 三方湖 残留型

21 68.87 1.76 ♂ 0.01 0.57 R7.3.24 水月湖

No. 雌雄

表７ 漁獲されたワカサギの測定および日輪査定、Sr：Ca比分析の結果 

表８ 袋網によるワカサギ採捕調査の結果 

年月日 作業内容 水温(℃) 採捕数尾 年月日 作業内容 水温(℃) 採捕数尾

R6.12.16 袋網設置 9.7 R6.12.16 袋網設置 12.1

R6.12.17 網揚げ 8.5 0 R6.12.17 網揚げ 10.5 0

R6.12.18 網揚げ 7.8 0 R6.12.18 網揚げ 10.0 0

R7.1.6 袋網設置 7.7 R7.1.6 袋網設置 10.0

R7.1.8 網揚げ 7.6 0 R7.1.8 網揚げ 8.2 0

R7.1.10 網揚げ 5.0 0 R7.1.10 網揚げ 5.8 0

R7.1.20 袋網設置 8.8 R7.1.20 袋網設置 10.5

R7.1.21 網揚げ 10.3 0 R7.1.21 網揚げ 11.2 0

R7.1.23 網揚げ 9.3 0 R7.1.23 網揚げ 8.8 0

R7.2.3 袋網設置 8.8 R7.2.3 袋網設置 10.3

R7.2.7 網揚げ 5.6 0 R7.2.7 網揚げ 5.6 0

R7.2.10 網揚げ 5.0 0 R7.2.10 網揚げ 6.8 0

R7.2.12 網揚げ 5.9 0 R7.2.12 網揚げ 7.1 0

R7.2.14 網揚げ 7.2 0 R7.2.14 網揚げ 10.4 0

R7.2.17 網揚げ 8.0 0 R7.2.17 網揚げ 8.5 0

R7.2.20 網揚げ 4.3 0 R7.2.20 網揚げ 6.2 0

R7.2.21 網揚げ 3.1 0 R7.2.21 網揚げ 2.6 0

R7.2.25 網揚げ 2.5 0 R7.2.25 網揚げ 6.4 0

中
山
川
河
口
沖

別
所
川
河
口
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履歴を判定したところ 15）、湖内残留型が3個体に対して降海回遊型が7個体と降海回遊型が多い傾向がみられた。

降海回遊のパターンは統一性がなく様々であり、汽水域や淡水域への生息履歴が確認される個体もあった（図7）。

宍道湖ではワカサギが豊富に漁獲されていた頃は個体群の主体は湖内残留型であったが、激減した後は降海回遊

図７ Sr：Ca比分析結果（移動平均値） 
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型が主体となったように 16）、三方五湖でも同様の現象が起こっている可能性があると考えられた。 

また、昨年度に示したように、耳石の日輪査定から推定したワカサギの由来は全て発眼卵放流由来であった 17）。

日輪査定を行った同じ個体のミトコンドリアDNAを含めてハプロタイプの整理を行ったところ、集団が、Hap 1、

Hap 3、Hap 4、Hap 5、Hap 6（集団A）とHap2、Hap8、Hap9、Hap16、Hap17（集団B）およびHap7、Hap10、Hap11、

Hap12、Hap13、Hap14、Hap15（集団C）の3集団に分けられた。各ハプロタイプの構成から、集団Aは網走湖集団、

集団Bは諏訪湖集団、集団Cは宍道湖集団と考えられた（表9、図8）。三方湖産のハプロタイプであるHap1、Hap3、

Hap4は網走湖集団、Hap2は諏訪湖集団に属していることから、漁獲されたワカサギは、1.放流種苗由来のもの、

2.三方湖産固有の mtDNAは放流種苗との交雑により放流用種苗由来のものに置き換わっている、3.Hap4は三方湖

産固有のmtDNAである可能性が示唆された。漁獲されたワカサギの由来を判別できる情報は得られなかったが，多

くの個体から放流用種苗由来であるハプロタイプが検出されたことから、三方五湖に僅かに現存しているワカサ

ギは、発眼卵放流由来が多いと考えられた。 
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